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〔博士論文要約〕  
青少年期のスポーツ集団における社会学的アンビバランス 
－構造生成の視点から－ 
平成２７年度  
 
杉  本  厚  夫  
関西大学人間健康学部教授  
 
１．問題の所在及び研究目的  
2012 年（平成 24 年）12 月に大阪市立桜宮高校のバスケットボール部で、顧問教員の体
罰（精確には指導における暴力的行為）を受けた 2 年生のキャプテンを務める男子部員が
自殺するという問題が起きた。この体罰問題をきっかけとして、多くの学校運動部におけ
る体罰の常習が顕在化し、スポーツの教育的意味が大きく揺らいでいる。このような体罰
が常習化する背景には、体罰によって成員に集団の役割期待や行動規範を内面化し、集団
の秩序を維持していこうとするメカニズムが働いている。しかし、今回のように、体罰が
生徒の自殺という衝撃的な出来事によって社会的問題となり、その効力が失効した場合、
既存の役割期待と行動規範を変容させ、集団の構造生成をしなければならない。  
このように、現代の体罰問題をはじめとするスポーツ集団の諸問題を勘案したとき、成
員に既存の役割期待と行動規範を内面化させるだけでは解決し得ない状況にある。むしろ、
新たな集団の役割期待と行動規範を構築し、集団の構造自体が変容し、構造生成しなけれ
ば解決できないほど問題は深刻な状況にある。  
そこで、本研究の目的は、青少年期のスポーツ集団に生起する構造変容の契機を成員の
社会学的アンビバランスに求め、各スポーツ集団の役割期待と行動規範における社会学的
アンビバランスの諸相から、集団の構造生成に働くメカニズムとその影響を明らかにする
ことである。  
 
２．研究の分析枠組み及び概念定義と研究の特徴  
１）シンボリック相互作用論によるスポーツ集団のダイナミズム  
スポーツの社会的意味が作られる状況をシンボリック相互作用論に依拠しながら、E.ゴ
ッフマン (Goffman)の多元的現実論（ ” Frame Analysis”, Harvard University Press,1974）
から検討した結果、次の点が示唆された。  
われわれはスポーツというフレームによって切り取られた現実の意味を解読し、そこに
おけるふさわしい振る舞いを選択し、その場の相互作用の秩序を保とうとしている。本論
では集団における役割行動は、成員間のシンボリックな相互作用によって形成されるので、
「役割期待」の概念を使用し、また、「行動規範」は集団における役割期待に沿った原則的
な行動の指針を示すもので、その集団に所属するために内面化しなければならない行動様
式と定義する。つまり、スポーツ集団において成員は、その集団での役割期待を認識し、
そこでのふさわしい行動規範を内面化することで集団構造が維持されると考える。 
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このようなシンボリック相互作用論の視点に立てば、スポーツ集団における成員は、指
導者あるいは先輩からの役割期待や行動規範を従順に受け止め、その通りに行動に移すの
ではなく、時には従い、時には反発しながらも、集団の成員としての役割期待や行動規範
を再構築しようとするダイナミズムをもつものとして捉えることができる。  
そこで本研究では、スポーツ集団はシンボリックな相互作用によって、集団における役
割期待や行動規範が変容するメカニズムを有していると捉えることで、集団のダイナミズ
ムを考察することができると考える。では、これまでのスポーツ集団研究において、集団
の構造変容のメカニズムはどのように分析されてきたのだろうか。  
 
２）スポーツ集団研究における構造生成のパースペクティブ  
これまでのスポーツ集団研究は、ひとつは社会心理学的理論に基礎を置いたミクロな研
究であり、ひとつは社会調査（経験的調査研究）を中心とするマクロな研究である。両者
に共通している点は、有機体的アナロジー（ホメオスタシス）あるいは物理的アナロジー
（均衡）に依拠していることである。その意味では、スポーツ集団を維持していくための
メカニズムについては、有効な理論を提供したといえる。しかし、これらのモデルではス
ポーツ集団の発生、変容の力動的諸特性をより正確に扱いうるような分析枠組を提供する
ことはできない。  
そこで、社会システム理論を検討した結果、スポーツ集団の動態をより適切に説明しう
る視座として、W.バックレイの「構造生成（morphogenesis）」（『一般社会システム論』新
睦人他訳、誠信書房、1980 年）の分析枠組を見出した。構造生成とは、システムの所与の
形態や状態や構造が洗練され、変化してゆく過程を示す包括的な概念である。この構造生
成にとって重要なのは、逸脱に対する集団の扱い方である。そこでは逸脱－回復システム
における要素間相互のネガティブ・フィードバック（Negative feedback）の概念（社会化）
がホメオスタシス過程のメカニズムを説明する中心概念であったのに対し、構造生成を支
えているメカニズムにとっては、逸脱－増幅システムにおける要素間相互のポジティブ・
フィードバック（Positive feedback）の概念（逸脱化）こそが重要な意味を持つと考えら
れる。つまり、スポーツ集団は、単にそこに所属する成員を社会化するだけではなく、成
員の逸脱化を契機として、集団の役割期待や行動規範自体を相対化し、集団の構造生成を
促す機能をも持つと考えられる。 
したがって、スポーツ集団における逸脱を、従来の研究のように集団における逆機能（負
の機能）として捉えるのではなく、むしろ構造生成におけるポジティブな要因として捉え
ることで、スポーツ集団における構造変容のメカニズムを考察しようとするところに本研
究の特徴がある。  
それでは、集団の構造生成を促す逸脱化は何を契機として発動するのだろうか。  
 
３）スポーツ集団における社会学的アンビバランスと構造生成  
集団と逸脱行動のメカニズムを扱った構造機能主義的立場とレイベリング論による逸
脱理論を検討し、両理論の交点に新しい理論モデルを提示した。  
この理論モデルから、集団構造のメカニズムは次のようになる。集団は成員に対して、
役割期待と行動規範を内面化しようとする機能が働くが、すべての成員が社会化されるこ
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とは稀である。そこでは、既存の役割期待あるいは行動規範という社会学的要因に対する
矛盾や違和感あるいは情緒的な不一致、すなわち R.K.マートン（Merton）のいう「社会
学的アンビバランス」（ ”Sociological Ambivalence and Other Essays ”, New York, The 
Free Press, 1976）が生起する。その場合、成員は集団の役割期待あるいは行動規範に対
して異議申し立てを行う。この行動に対して、集団は役割期待あるいは行動規範を明確に
するとともに、その異議申し立てを拒否するか、受け入れるかの決断が迫られる。拒否す
る場合は、役割期待あるいは行動規範に同調するように再社会化が行使され、その集団で
の行動が統制されるか、逸脱者とレイベリングして集団から排除するという方法がとられ
る。一方、受け入れる場合は、集団の役割期待あるいは行動規範を変更することを余儀な
くされ、集団の構造生成が行われる。  
そこで本研究は、青少年期のスポーツ集団における役割期待と行動規範に生起する社会
学的アンビバランスの諸相から、集団の構造生成に働くメカニズムとその影響を明らかに
することを目的とするところに、これまでにない研究の特徴がある。  
 
３．研究仮説と研究方法  
以上のことから、青少年期のスポーツ集団における社会学的アンビバランスと構造生成
のフローチャートは次のようになる（図１）。  
 
青少年期のスポーツ集団において、成員のシンボリック相互作用により、既存の集団に
おける役割期待あるいは行動規範に社会学的アンビバランスが生起する。それが具体的な
行為として表れる場合は逸脱的行為となる。この社会学的アンビバランスあるいは逸脱的
行為に対して、ネガティブ・フィードバックがかかり、成員を社会化するメカニズムが働
くと、その集団は構造維持へと向かう。しかし、社会学的アンビバランスあるいは逸脱的
IV 
 
 
 
行為に対して、ポジティブ・フィードバックがかかり、成員の逸脱化が進み、役割期待あ
るいは行動規範を変容させるメカニズムが働くと、その集団は構造生成へと向かう。その
方向を規定するのは、それぞれの集団での社会学的アンビバランスの諸相である。  
そこで、本研究の目的を明らかにするために、１）遊び集団、２）エリートアスリート
集団、３）学校運動部集団、４）体育学習集団の 4 つのタイプの青少年期のスポーツ集団
を対象とし、それぞれの社会学的アンビバランスの諸相から、集団の構造生成のメカニズ
ムの様相について分析をしていく。そのことを仮説的に述べると次のようになる。  
１）遊び集団は、その場に居合わせた子どもたちで形成される集団であるから、そこで
の役割期待や行動規範は成員のシンボリックな相互作用によって設定され、常に社会学的
アンビバランスを含みながら、ポジティブ・フィードバックがかかり、構造生成を繰り返
す集団であると仮定される。  
２）エリートアスリート集団は、競技力向上という明確な目的で集められた機能的集団で
あり、競技に関する社会学的アンビバランスに対してはポジティブ・フィードバックがかか
り、常に革新的な役割期待や行動規範を創りだしながら構造生成しやすい集団であると仮定
される。  
３）学校運動部集団は、競技力向上及びスポーツ選手の養成という社会的役割と、学校教
育における課外活動としての教育的役割との矛盾によって惹起される社会学的アンビバラン
スに対して、伝統的な価値観を堅持するためにネガティブ・フィードバックがかかり、構造
維持に向かう集団であると仮定される。  
４）体育学習集団は、学習指導要領によって、役割期待と行動規範が明文化されており、
社会学的アンビバランスあるいは逸脱的行為については、明確な基準によってネガティ
ブ・フィードバックがかけられ、社会化するメカニズムが働き、構造維持に向かう集団で
あると仮定される。  
研究方法は、関連資料調査に加えて、１）遊び集団についてはフィールド調査による解
釈学的視点の適用によって、 ２）エリートアスリート集団、３）学校運動部集団、４）体
育学習集団については質問紙調査法による経験的データを因子分析、数量化理論第Ⅱ類・
第Ⅲ類、クラスター分析などの多変量解析の適用によって、それぞれ社会学的アンビバラ
ンスの諸相と構造生成のメカニズムについて分析し、実証しようと試みた。  
 
４．結果と考察  
１）遊び集団における社会学的アンビバランスと構造生成  
遊び集団における子どもたちの行動をフィールド調査した結果、子どもたちの生活世界
における役割期待や行動規範が、遊びの現実のフレームを崩して入り込むことによって、
逸脱的行為にネガティブ・フィードバックがかかり、社会学的アンビバランスを回避する
メカニズムが働いていることが明らかになった。また、現代社会では、遊び集団が小集団
化し、その集団における役割期待や行動規範が固定化してしまい、新たな成員による社会
学的アンビバランスを回避して、遊び集団の構造生成ができなくなっているといえる。さ
らに、学校体育に遊びを導入することの社会的意味について、プレイ論の再検討を通して
考察した結果、遊びの教育的効果のある要素（競争と模倣）だけを取り出すことで教育的
逸脱行為（賭けと偶然）を排除し、学校制度の中に遊びを取り込むことは、遊びにおける
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社会学的アンビバランスあるいは逸脱的行為を回避し、構造生成のメカニズムが働かない
ようにしているといえる。つまり、遊び集団では、社会学的アンビバランスを回避するメ
カニズムを働かせることで、ある面、集団を形骸化させ、集団を維持しようとしていると
ころが特徴的である。  
 
２）エリートアスリート集団における社会学的アンビバランスと構造生成  
エリートアスリート集団の成員であるジュニアスポーツ選手に対して、スポーツ集団に
おける社会学的アンビバランスを生起させる役割期待及び行動規範を、能力性、忠節性、
道徳性、合法性という 4 象限から質問紙調査を実施し、多変量解析を行った結果、根性を
鍛える｢精神主義｣あるいは｢道｣精神といった道徳性、異議申し立てできない忠節性に社会学
的アンビバランスを感じていることが明らかになった。そこには、エリートアスリート集団
特有の競技力向上を目的とした機能的集団としての価値観と、その延長線上にある勝利至上
主義の考え方が社会学的アンビバランスを誘発する状況をつくっていると考えられる。また、
能力性が道徳性を凌駕するアノミー（勝つためには手段を選ばない）現象の存在が認めら
れた。しかも忠節性でみられた「自己主張型」と「集団献身型」が、エゴイズムと全体主
義という形で表出し、それらは全象限を貫通する集団への自己包絡（ involve）に対する不
信感を媒介として、アノミー現象へと繋がっている位相が推定された。このアノミー現象
が勝利至上主義を根底的に規定していると考えられる。つまり、勝利に対してはポジティ
ブ・フィードバックがかかり、勝つためには手段を選ばないという役割期待と行動規範が
形成され、勝利至上主義の集団へと構造生成したと考えられる。ただし、能力性や合法性に
対して、例えばフェアプレイといった道徳性からの社会学的アンビバランスが生起し、集団
の成員がその道徳性を受け入れ、ポジティブ・フィードバックのメカニズムが働くと、勝利
至上主義の役割期待や行動規範が揺らぎ、新たなフェアプレイに基づく役割期待や行動規範
が生まれ、エリートアスリート集団は再び構造生成される可能性があると考えられる。  
 
３）学校運動部集団における社会学的アンビバランスと構造生成  
学校運動部集団における中学・高校運動部員の社会学的アンビバランスについて質問紙に
よる時系列調査を実施し、その変容について多変量解析を用いて分析した結果、努力、継続、
尊敬、信頼といった教育的役割に対する社会学的アンビバランスが変容しないこと、さらに
男子の場合は、その集団における教育を施す権威（指導者）に対する社会学的アンビバラン
スが変容しないこと、また、中学・高校運動部員が一貫して先輩・上級生への服従に対する
社会学的アンビバランスを持っていることから、学校運動部集団が伝統的に堅持してきた上
下関係による役割期待や行動規範が、高度化するスポーツ技術と能力主義に対してネガティ
ブ・フィードバックをかけ、社会化するメカニズムが働き、集団を維持しようとしているこ
とが明らかになった。また、学校運動部集団における女子マネージャーの役割期待の社会学
的アンビバランスについて質問紙調査を実施し、多変量解析によって分析したところ、学校
運動部集団の経営（マネジメント）に補助的に関わるという伝統的な女子マネージャーの
役割期待にコミットしており、その点では社会学的アンビバランスは生起せず、新たな役割
期待による集団の構造生成の可能性は低いことが明らかになった。ただし、女子マネージ
ャーのジェンダーにおける社会学的アンビバランスに対して、ポジティブ・フィードバック
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がかかり、これまでの固定的な役割期待から逸脱化するようなメカニズムが働いたときに、
新たな役割期待を生み出し、構造生成する可能性は考えられよう。  
 
４）体育学習集団における社会学的アンビバランスと構造生成  
矯正施設の生徒と一般の中学・高校の生徒の社会化について質問紙調査を実施し、その
認識の差異から、体育学習集団における社会学的アンビバランスについて多変量解析によ
って分析した結果、社会化される生徒は、その社会化の重要な他者である教師に対して、
逆らってみても集団の構造が変わるわけではなく、教師に従順であることが何より有効な
ストラテジーであると考えるために、体育学習集団の成員（生徒）の社会学的アンビバラ
ンスは生起しにくく、集団の構造生成が起こることはほとんどないことが明らかになった。
つまり、集団における社会的アンビバランスや逸脱的行為に対して、ネガティブ・フィー
ドバックをかける教師との関係性が制度として固定化されているため、集団は構造維持さ
れているといえる。だたし、学習指導要領における目的の変遷をみてみると、生徒の「体
育嫌い」や「体育離れ」という逸脱的行為にポジティブ・フィードバックがかかり、逸脱
化のメカニズムが働くことで学習指導要領が改訂され、体育学習集団は生徒の主体性を重
視する新たな目的を設定し、「楽しい体育」や「体ほぐしの運動」といった授業を展開して、
その役割期待と行動規範を変容させる契機となった。その意味では、体育学習集団におい
て逸脱的行為を積極的に受け入れ、自らが構造生成しようとするメカニズムが働いたとい
える。その背景には、社会のスポーツの状況や学校体育の社会的要望といった外発的な要
因が関与していたと考えられるが、学習指導要領の改訂が 10 年に 1 度しかないことを考
えると構造生成のタイムラグは否めない。その点では、ゆるやかな構造生成であるといえ
よう。  
 
５．結論  
本研究は、青少年期のスポーツ集団に生起する構造変容の契機を成員の社会学的アンビ
バランスに求め、各スポーツ集団の役割期待と行動規範における社会学的アンビバランス
の諸相から、集団の構造生成に働くメカニズムとその影響を明らかにすることを目的とし
た。  
そこで実証研究を行った結果、次のように結論づけることができる（図 2）。  
遊び集団は、その場に居合わせた子どもたちで形成される集団であるから、そこでの役
割期待や行動規範は成員のシンボリックな相互作用によって設定され、常に社会学的アン
ビバランスを含みながら、ポジティブ・フィードバックがかかり、構造生成を繰り返す集
団であると仮定したが、このことは支持されなかった。ただし、社会学的アンビバランス
を回避するというメカニズムが働き、構造生成というよりも、むしろ遊び集団自体の構造
を形骸化させることで、集団を維持しようとする傾向がみられたことは新たな知見である
といえる。  
エリートアスリート集団は競技力向上という明確な目的で集められた機能的集団であり、
競技に関する社会学的アンビバランスに対してはポジティブ・フィードバックがかかり、常
に革新的な役割期待や行動規範を創りだしながら構造生成しやすい集団であると仮定したこ
とは支持された。つまり、能力性と合法性が、忠節性と道徳性を凌駕することによって、勝
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利に対してはポジティブ・フィードバックがかかり、勝つためには手段を選ばないという
役割期待と行動規範が形成され、勝利至上主義の集団へと構造生成したと考えられる。  
学校運動部集団は、競技力向上及びスポーツ選手の養成という社会的役割と、学校教育に
おける課外活動としての教育的役割との矛盾によって惹起される社会学的アンビバランスに
対して、伝統的な価値観を堅持するためにネガティブ・フィードバックがかかり、構造維持
に向かう集団であると仮定したことは支持された。つまり、学校運動部集団が伝統的に堅持
してきた上下関係による役割期待や行動規範が、競技力向上に対してネガティブ・フィード
バックをかけ、教育的集団として社会化するメカニズムが働き、学校運動部集団の構造を維
持しようとしているのである。  
 
体育学習集団は、学習指導要領によって、役割期待と行動規範が明文化されており、社
会学的アンビバランスあるいは逸脱的行為については、明確な基準によってネガティブ・
フィードバックがかけられ、社会化するメカニズムが働き、構造維持に向かう集団である
と仮定したことは支持された。つまり、体育学習集団における生徒の社会学的アンビバラ
ンスや逸脱的行為に対して、ネガティブ・フィードバックをかける教師の役割が制度とし
て固定化されているため、集団は構造維持されているといえる。ただし、既存の役割期待
や行動規範に対して成員が社会学的アンビバランスを持ち、それを契機として逸脱的行動
が表出した場合に、指導者や管理者がその逸脱的行為を受け入れ、新たな役割期待や行動
規範を構築するように対処したときには、体育学習集団は構造生成することが示唆された。 
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以上の結論から、青少年期のスポーツ集団における社会学的アンビバランスあるいは逸
脱的行為を、これまでのように集団維持のためにネガティブ・フィードバックを働かせて
社会化するのではなく、むしろ新たな役割期待あるいは行動規範を創出する契機であると
の認識を通してこれを包摂し、集団を構造生成あるいは再構築に向かわせるポジティブ・
フィードバックのメカニズムを働かせることで問題解決をはかる自己組織性による方法は、
今後、青少年期のスポーツ集団の運営の在り方に影響を及ぼすものであると考えられる。  
